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概 要
保育系短期大学学生を対象として２００８年７月に，学生の考える子どもの心身の発達を促す遊
びや活動についてアンケート調査を実施し，回答の得られた１６９名分を分析した。アンケート
では，子どもの心身の発達のうち，運動機能や精神機能の発達に関係の深い１９の要素（心肺の
機能，平衡性，走力，正確な動き，記憶力，集中力，ねばり強さなど）を取り上げ，どのよう
な遊びや活動がその要素の発達に効果的だと学生が考えているかを分析した。
学生が子どもの心身の発達に効果的だと思う遊びや活動として，心肺機能では「かけっこ」
という回答が最も多く，平衡性では「一輪車や自転車」，敏捷性では「おにごっこ」，走力では
「かけっこ」，正確な動きでは「マット運動」，指先の器用さでは「折り紙」，体の柔軟性では
「バレエ」，記憶力では「トランプ」，判断力では「しょうぎ」，集中力では「本を読む」，ねば
り強さでは「サッカー」，社会性では「ままごと」という回答が最も多かった。
アンケート用紙に記載された遊びや活動の中で回答総数が最も多かったのは「バスケット」
であり，以下「野球」，「サッカー」，「バレーボール」，「おにごっこ」，「かけっこ」，「バレ
エ」，「ピアノ」，「折り紙」，「かるた」，「お絵かき」，「マット運動」と続いた。
効果が期待できる発達の要素として，バスケットでは「投力・捕球力」や「走力」，バレエ
では「身体の柔軟性」や「平衡性」，なわとびでは「瞬発力・跳躍力」や「心肺の機能」，かく
れんぼでは「社会性」や「判断力」，ピアノでは「音楽への興味」や「指先の器用さ」，かるた
では「記憶力」や「集中力」，ままごとでは「社会性」や「思考力・創造力」，生き物の飼育で
は「動植物や自然への興味」や「社会性」の発達に効果的であるという回答が多く，遊びや活
動の種類によって期待できる効果にそれぞれ特徴がみられた。
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１．はじめに
子どもは，日常生活の中で様々な遊びや活動を
経験しながら成長していく。子どもの生活は，睡
眠，食事，運動，遊び，休養，習い事，学習，家
族・友人・地域の人たちとの関わりなど様々な活
動から構成されており，これらの活動をバランス
よく経験しながら，子どもの心身の発達が促され
ていく。家庭における親の関わりが重要であるこ
とはもちろんであるが，生活のかなりの時間を子
ども達が過ごす保育園，幼稚園，学校において
も，子どもの心身の発達を促すような保育者や教
員の関わりや環境の整備が重要になってくる。
田中１）は，１８８６～２００３年に３回にわたり，全国
的な幼児の運動能力測定を実施しその結果の分析
を通して，元気な子どもを育てるために，園での
生活の中で運動遊びを十分経験させることが極め
て重要であることを指摘している。吉田２）は，園
での保育時間内の運動量や運動遊びの内容の分析
などを通して，運動遊びが体や運動の発達だけで
なく，知的な発達など共関係が深いことや，子ど
もが運動を自発的な遊びとして行うことにより，
運動が運動発達だけでなく社会性や情緒の発達に
も貢献し，個々の能力を高め，意欲や態度を育て
ていくことになると述べている。大山３）は，小学
生および幼児を対象として運動の好き嫌いと運動
能力の関係，発育発達に関与する要因について調
査し結果の分析を通して，子どもに運動はおもし
ろいという意識を育むこと，人工的な運動より自
然に体を動かす自発運動としての自然運動が子ど
もにはきわめて重要であることを指摘している。
穐丸４）は，園長や保育士らを対象とした幼児の遊
びに関する調査結果の分析を通して，幼児教育・
保育・家庭での運動遊びが豊かに展開されるため
に，幼児が身体活動の楽しさを十分に体験できる
ことの重要性を指摘し，そのために楽しさによる
内発的動機づけに基づく遊びを引き出すための保
育者の適切な指導があってはじめて身体発達を保
障する豊かな遊びが展開されると述べている。
本研究においては，上記の先行研究でも指摘さ
れているように，毎日の生活の中で子ども達が経
験する遊びや活動が心身の発育発達のためにきわ
めて重要な役割を果たしていることをふまえなが
ら，保育士や幼稚園・小学校教員を志望し，将来
子どもの遊びや活動に関わり，健全な発育発達を
支援していくために，保育や教育について日々学
んでいる保育系短期大学学生が，子どもの心身の
発達のために，どのような遊びや活動が，子ども
の心身とりわけ運動機能や精神機能の発達を促す
ために重要だと考えているかを調査し，結果を分
析したので，その概要を報告する。
２．方法
保育系短期大学学生（１年生）１７３名を対象と
して２００８年７月に，学生の考える子どもの心身の
発達を促す遊びや活動についてアンケート調査を
実施し，回答の得られた１６９名分を分析した。
アンケート調査は，子どもの運動機能や精神機
能をいくつかの要素に分け，どのような遊びや活
動がその要素の発達に効果的であるか，学生の考
えを記述してもらう方法で実施した。すなわち子
どもの運動機能や精神機能の発達を，①心臓や肺
の機能の発達，②身体の平衡性（バランス）の発
達，③敏捷性（すばやい動き）の発達，④投力・
捕球力の発達，⑤走力，⑥正確な動きの発達，⑦
瞬発力・跳躍力の発達，⑧指先の器用さの発達，
⑨身体の柔軟性の発達，⑩調整力（身体をうまく
使いこなす力）の発達，⑪思考力・創造力の発
達，⑫記憶力の発達，⑬判断力の発達，⑭集中力
の発達，⑮ねばり強さの発達，⑯社会性（人間関
係）の発達，⑰動植物や自然への興味の発達，⑱
音楽への興味の発達，⑲絵画や造形への興味の発
達，以上１９の要素に分け，これらの発達に役立つ
遊びや活動を記載してもらう方法で調べた。学生
が回答する際の参考として，３３種類の遊びや活動
を例として示しておいた。例として示した遊びや
活動は，ブランコ，すべり台，ジャングルジム，
鉄棒，マット運動，かけっこ，おにごっこ，かく
れんぼ，竹馬，なわとび，木登り，けん玉，一輪
車，野球，サッカー，バスケット，バレーボール，
水泳，スキー，バレエ，砂場遊び，生き物の飼育，
植物の栽培，折り紙，ままごと，お絵かき，歌を
歌う，本を読む，電子ゲーム，しょうぎ，ピアノ，
かるた，トランプである。学生は例として示され
た遊びや活動の中から選んだり，自分自身で考え
て回答できるようにした。
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集計は，運動機能や精神機能の発達を構成する
要素として調査した１９の要素別に，学生から回答
のあった遊びや活動の種類と回答した学生数を算
出するとともに，比較的回答数の多かった遊びや
活動を３２種類とり上げ，種類ごとに運動機能や精
神機能のどのような要素の発達に効果的だと学生
が考えているか，回答数の集計を行った。
３．結果と考察
 １ 運動機能の発達に効果的な遊びや活動
学生が心臓や肺の機能の発達に効果的だと考え
る遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「かけっこ」であり１３８名（８２％）にのぼった。
以下「水泳」１２７名（７５％），「おにごっこ」１１８名
（７０％），「サッカー」９２名（５４％），「バスケッ
ト」８３名（４９％），「なわとび」７８名（４６％），「野
球」６０名（３６％），「バレーボール」５９名（３５％），
「歌を歌う」４５名（２７％）と続いた。これらの運
動や遊びでは，走り続ける，泳ぎ続ける，跳び続
けるなどの身体活動を通して心肺の機能の発達が
促され，また歌を歌う活動は声を出すことにより
呼吸機能の発達が促されると学生が考えていると
思われる。（表１を参照）
学生が平衡性（バランス）の発達に効果的だと
考える遊びや活動として，最も回答数の多かった
のは「一輪車，自転車」であり１５５名（９２％）に
のぼった。以下「竹馬」１４６名（８６％），「バレエ」
８９名（５３％），「マット運動」７４名（４４％），「ジャ
ングルジム」６６名（３９％），「スキー，スケート」
６５名（３９％），「木登り」６１名（３６％），「鉄棒」４４
名（２６％），「ブランコ」４１名（２４％）と続いた。
一輪車，自転車，竹馬，スキー，スケートではう
まくバランスを保たないと転倒してしまうので，
平衡性を発達させるために極めて効果的だと学生
が考えていると思われる。またバレエ，マット運
動，木登り，鉄棒，ブランコなどもバランスを保
つ動作の多い活動であるため，効果的だと学生が
考えていると思われる。（表２を参照）
ブランコ ６ ３．６
一輪車，自転車 ４ ２．４
竹馬 ３ １．８
楽器演奏 ３ １．８
他の造形活動 ２ １．２
本を読む ２ １．２
砂場遊び １ ０．６
球技全般 １ ０．６
スポーツ全般 １ ０．６
ケンケン遊び １ ０．６
ダンス，お遊戯他 １ ０．６
音楽鑑賞 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１ 心肺機能の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
かけっこ １３８ ８１．７
水泳 １２７ ７５．１
おにごっこ １１８ ６９．８
サッカー ９２ ５４．４
バスケット ８３ ４９．１
なわとび ７８ ４６．２
野球 ６０ ３５．５
バレーボール ５９ ３４．９
歌を歌う ４５ ２６．６
かくれんぼ ２２ １３
スキー，スケート １９ １１．２
木登り １３ ７．７
バレエ １１ ６．５
ジャングルジム １０ ５．９
マット運動 １０ ５．９
鉄棒 １０ ５．９
すべり台 ７ ４．１
表２ 平衡性の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
一輪車，自転車 １５５ ９１．７
竹馬 １４６ ８６．４
バレエ ８９ ５２．７
マット運動 ７４ ４３．８
ジャングルジム ６６ ３９．１
スキー，スケート ６５ ３８．５
木登り ６１ ３６．１
鉄棒 ４４ ２６
ブランコ ４１ ２４．３
平均台 ３４ ２０．１
けん玉 １８ １０．７
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学生が敏捷性（すばやい動き）の発達に効果的
だと考える遊びや活動として，最も回答数の多
かったのは「おにごっこ」であり１３８名（８２％）
にのぼった。以下「かけっこ」１２７名（７５％），「バ
ス ケ ッ ト」１０５名（６２％），「サ ッ カ ー」９４名
（５６％），「野球」８６名（５１％），「バレーボール」
８６名（５１％），「かるた」３６名（２１％），「なわと
び」３２名（１９％）と続いた。これらの運動や遊び
では，敏捷に走り回る，すばやくボールを扱う，
敏捷に跳ぶ，すばやく札を取るなど，敏捷な動き
の多い活動であるため，効果的だと学生が考えて
いると思われる。（表３を参照）
学生が投力や捕球力の発達に効果的だと考える
遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「野球」であり１６９名（１００％）にのぼった。以下
「バスケット」１３２名（７８％），「バレーボール」
９１名（５４％），「サッカー」６０名（３６％），「ドッジ
ボール」２２名（１３％），「けん玉」１７名（１０％）と
続いた。これらの運動や遊びでは，ボールや玉の
種類や扱い方はそれぞれ異なるが，いずれも投げ
たり，捕ったりする動作の多い活動であるため，
効果的だと学生が考えていると思われる。（表４
を参照）
すべり台 １０ ５．９
バレーボール ５ ３
なわとび ５ ３
ケンケン遊び ５ ３
野球 ４ ２．４
サッカー ４ ２．４
バスケット ４ ２．４
水泳 ４ ２．４
その他の固定遊具 ３ １．８
新体操，体操，柔軟 ３ １．８
かけっこ ２ １．２
その他の球技 １ ０．６
おにごっこ １ ０．６
ピアノ １ ０．６
お絵かき １ ０．６
ままごと １ ０．６
本を読む １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
かくれんぼ ２４ １４．２
水泳 ２１ １２．４
トランプ １５ ８．９
鉄棒 ８ ４．７
けん玉 ７ ４．１
バレエ ６ ３．６
マット運動 ５ ３
電子ゲーム ５ ３
木登り ４ ２．４
ドッジボール ４ ２．４
一輪車，自転車 ４ ２．４
ジャングルジム ３ １．８
しょうぎ ３ １．８
ブランコ ２ １．２
すべり台 ２ １．２
その他の球技 ２ １．２
竹馬 ２ １．２
ピアノ ２ １．２
球技全般 １ ０．６
新体操，体操，柔軟 １ ０．６
スポーツ全般 １ ０．６
他のスポーツ，運動遊び １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表３ 敏捷性の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
おにごっこ １３８ ８１．７
かけっこ １２７ ７５．１
バスケット １０５ ６２．１
サッカー ９４ ５５．６
野球 ８６ ５０．９
バレーボール ８６ ５０．９
かるた ３６ ２１．３
なわとび ３２ １８．９
スキー，スケート ２４ １４．２
表４ 投・捕能力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
野球 １６９ １００
バスケット １３２ ７８．１
バレーボール ９１ ５３．８
サッカー ６０ ３５．５
ドッジボール ２２ １３
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学生が走力の発達に効果的だと考える遊びや活
動として，最も回答数の多かったのは「かけっ
こ」であり１６２名（９６％）にのぼった。以下「お
に ご っ こ」１５９名（９４％），「サ ッ カ ー」１２９名
（７６％），「バスケット」１１２名（６６％），「野球」
８４名（５０％），「バレーボール」３２名（１９％）と続
いた。これらの運動や遊びはいずれも，走り回る
動作の多い活動であるため，走力の発達に効果的
だと学生が考えていると思われる。（表５を参
照）
学生が正確な動きの発達に効果的だと考える遊
びや活動として，最も回答数の多かったのは
「マット運動」であり５８名（３４％）にのぼった。
以 下「バ レ エ」４９名（２９％），「け ん 玉」４５名
（２７％），「なわとび」，「スキー，スケート」，「ピ
アノ」，「折り紙」がともに２９名（１７％）と続い
た。マット運動やバレエでは，正確な動きをする
ことにより美しい演技ができ，縄跳びでは多くの
回数跳ぶために正確な動きが求められる。スキー
やスケートではうまく滑るために正確な動作が必
要になり，ピアノでは，美しく演奏するために正
確な指使いが必要になる。折り紙では正確に折る
ことによりきれいな作品が完成する。以上のこと
から，学生がこれらの活動が正確な動きの発達に
効果的だと考えているものと思われる。（表６を
参照）
けん玉 １７ １０
その他の球技 １０ ５．９
鉄棒 ９ ５．３
ジャングルジム ７ ４．１
木登り ５ ３
マット運動 ２ １．２
水泳 ２ １．２
ブランコ １ ０．６
球技全般 １ ０．６
バレエ １ ０．６
なわとび １ ０．６
竹馬 １ ０．６
スキー，スケート １ ０．６
ピアノ １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表５ 走力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
かけっこ １６２ ９５．９
おにごっこ １５９ ９４．１
サッカー １２９ ７６．３
バスケット １１２ ６６．３
野球 ８４ ４９．７
バレーボール ３２ １８．９
かくれんぼ ２６ １５．４
なわとび ８ ４．７
木登り ５ ３
水泳 ３ １．８
スキー，スケート ３ １．８
球技全般 ２ １．２
ジャングルジム １ ０．６
その他の球技 １ ０．６
その他の球技 １ ０．６
竹馬 １ ０．６
一輪車，自転車 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表６ 正確な動きの発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
マット運動 ５８ ３４．３
バレエ ４９ ２９
けん玉 ４５ ２６．６
なわとび ２９ １７．２
スキー，スケート ２９ １７．２
ピアノ ２９ １７．２
折り紙 ２９ １７．２
バレーボール ２８ １６．６
バスケット ２７ １６
水泳 ２６ １５．４
鉄棒 ２５ １４．８
竹馬 ２５ １４．８
野球 ２０ １１．８
サッカー ２０ １１．８
一輪車，自転車 ２０ １１．８
ジャングルジム １８ １０．７
木登り １７ １０．１
ブランコ １６ ９．５
すべり台 １５ ８．９
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学生が瞬発力や跳躍力の発達に効果的だと考え
る遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「なわとび」であり１１２名（６６％）にのぼった。
以下「バレーボール」９５名（５６％），「バスケッ
ト」８８名（５２％），「野球」６３名（３７％），「おにごっ
こ」６１名（３６％），「かけっこ」５７名（３４％），「サッ
カー」５４名（３２％）と続いた。これらの運動や遊
びでは，跳躍する，速いスピードで走ったり動き
回るといった動作の多い活動であるため，効果的
だと学生が考えていると思われる。（表７を参
照）
学生が指先の器用さの発達に効果的だと考える
遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「折り紙」であり１５９名（９４％）にのぼった。以
下「ピアノ」１３８名（８２％），「お 絵 か き」７８名
（４６％），「電子ゲーム」５３名（３１％），「けん玉」
３５名（２１％），「しょうぎ」２５名（１５％）と続いた。
これらの活動や遊びでは，正確に折ったり描いた
りする，正確に鍵盤やキーや駒を扱う，玉を正確
に皿に載せるなど，正確な手や指の動きが必要と
なる活動であるため，効果的だと学生が考えてい
ると思われる。（表８を参照）
しょうぎ １１ ６．５
かるた １０ ５．９
かけっこ ６ ３．６
おにごっこ ５ ３
かくれんぼ ５ ３
電子ゲーム ５ ３
トランプ ５ ３
ダンス，お遊戯他 ４ ２．４
歌を歌う ４ ２．４
お絵かき ３ １．８
ままごと ３ １．８
本を読む ３ １．８
新体操，体操，柔軟 ２ １．２
他のスポーツ，運動遊び ２ １．２
その他の球技 １ ０．６
球技全般 １ ０．６
スポーツ全般 １ ０．６
ケンケン遊び １ ０．６
生き物の飼育 １ ０．６
植物の栽培 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
スキー，スケート ２３ １３．６
かるた ２１ １２．４
鉄棒 １７ １０．１
バレエ １６ ９．５
マット運動 １５ ８．９
跳び箱，トランポリン他 １４ ８．３
水泳 １４ ８．３
かくれんぼ ７ ４．１
木登り ６ ３．６
ブランコ ５ ３
ケンケン遊び ５ ３
ジャングルジム ４ ２．４
その他の球技 ４ ２．４
トランプ ４ ２．４
なわとび ２ １．２
すべり台 １ ０．６
球技全般 １ ０．６
けん玉 １ ０．６
一輪車，自転車 １ ０．６
電子ゲーム １ ０．６
しょうぎ １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表７ 瞬発力・跳力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
なわとび １１２ ６６．３
バレーボール ９５ ５６．２
バスケット ８８ ５２．１
野球 ６３ ３７．３
おにごっこ ６１ ３６．１
かけっこ ５７ ３３．７
サッカー ５４ ３２
表８ 指先の器用さの発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
折り紙 １５９ ９４．１
ピアノ １３８ ８１．７
お絵かき ７８ ４６．２
電子ゲーム ５３ ３１．４
けん玉 ３５ ２０．７
砂場遊び ３１ １８．３
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学生が身体の柔軟性の発達に効果的だと考える
遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「バレエ」であり１４９名（８８％）にのぼった。以
下「マット運動」１４８名（８８％），「木登り」１７名
（１０％），「鉄棒」１６名（１０％），「水泳」１３名（８％
と続いた。これらの運動や遊びでは，柔軟な動き
をすることにより動きがスムーズになったり，美
しい演技ができたりするため，効果的だと学生が
考えていると思われる。（表９を参照）
学生が身体の調整力（身体をうまく使いこなす
能力）の発達に効果的だと考える遊びや活動とし
て，最も回答数の多かったのは「マット運動」で
あり７７名（４６％）にのぼった。以下「鉄棒」７１名
（４２％），「ジャングルジム」６１名（３６％），「木登
り」６０名（３６％），「ブランコ」５３名（３１％），「バ
レエ」４９名（２９％），「スキー，スケート」４８名
（２８％），「竹馬」４０名（２４％）と続いた。これら
の運動や遊びでは，平衡性，柔軟性，巧緻性，手
足の協応性など身体をうまく使いこなすことが求
められる活動であるため，効果的だと学生が考え
ていると思われる。（表１０を参照）
しょうぎ ２５ １４．８
トランプ １９ １１．２
ままごと １７ １０．１
かるた １６ ９．５
植物の栽培 １５ ８．９
手・指を使った遊び １２ ７．１
生き物の飼育 ５ ３
木登り ４ ２．４
野球 ４ ２．４
バスケット ４ ２．４
バレエ ４ ２．４
ジャングルジム ３ １．８
バレーボール ３ １．８
粘土 ３ １．８
その他のゲーム ３ １．８
工作 ２ １．２
鉄棒 １ ０．６
サッカー １ ０．６
球技全般 １ ０．６
なわとび １ ０．６
楽器演奏 １ ０．６
他の造形活動 １ ０．６
本を読む １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表９ 柔軟性の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
バレエ １４９ ８８．２
マット運動 １４８ ８７．６
木登り １７ １０．１
鉄棒 １６ ９．５
水泳 １３ ７．７
ジャングルジム １１ ６．５
バレーボール ９ ５．３
新体操，体操，柔軟 ７ ４．１
かくれんぼ ６ ３．６
野球 ５ ３
バスケット ５ ３
スキー，スケート ５ ３
サッカー ３ １．８
ブランコ ２ １．２
なわとび ２ １．２
他のスポーツ，運動遊び ２ １．２
その他の固定遊具 １ ０．６
跳び箱，トランポリン他 １ ０．６
一輪車，自転車 １ ０．６
かけっこ １ ０．６
ダンス，お遊戯他 １ ０．６
歌を歌う １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１０ 調整力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
マット運動 ７７ ４５．６
鉄棒 ７１ ４２
ジャングルジム ６１ ３６．１
木登り ６０ ３５．５
ブランコ ５３ ３１．４
バレエ ４９ ２９
スキー，スケート ４８ ２８．４
竹馬 ４０ ２３．７
一輪車，自転車 ３８ ２２．５
水泳 ３６ ２１．３
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 ２ 精神機能の発達に効果的な運動や遊び
学生が思考力や創造力の発達に効果的だと考え
る遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「お絵かき」であり１１１名（６６％）にのぼった。
以下「ままごと」１０８名（６４％），「砂場遊び」９６
名（５７％），「本を読む」８４名（５０％），「折り紙」
７７名（４６％），「しょうぎ」７１名（４２％），「トラン
プ」５１名（３０％），「かるた」４２名（２５％）と続い
た。お絵かき，折り紙，ままごと，砂場遊びは，
子ども自らが描き方，作り方，折り方，遊び方を
考えて行う活動であり，読書では思考したり空想
したりすることの多い活動である。また，しょう
ぎ，トランプ，かるたなどは，記憶したり，対戦
相手との駆け引きを考えるなど思考力を必要とす
るゲームであるため，学生が思考力や創造力の発
達に効果的だと考えていると思われる。（表１１を
参照）
学生が記憶力の発達に効果的だと考える遊びや
活動として，最も回答数の多かったのは「トラン
プ」であり１３２名（７８％）にのぼった。以下「か
るた」１１８名（７０％），「しょうぎ」６５名（３９％），
「本 を 読 む」５９名（３５％），「歌 を 歌 う」５８名
サッカー ２４ １４．２
バレーボール ２４ １４．２
バスケット ２３ １３．６
野球 ２１ １２．４
なわとび １９ １１．２
すべり台 １４ ８．３
かくれんぼ １４ ８．３
けん玉 １０ ５．９
かけっこ ９ ５．３
おにごっこ ６ ３．６
ピアノ ５ ３
球技全般 ３ １．８
ダンス，お遊戯他 ３ １．８
折り紙 ３ １．８
スポーツ全般 ２ １．２
跳び箱，トランポリン他 １ ０．６
新体操，体操，柔軟 １ ０．６
歌を歌う １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
本を読む ８４ ４９．７
折り紙 ７７ ４５．６
しようぎ ７１ ４２
トランプ ５１ ３０．２
かるた ４２ ２４．９
かくれんぼ ３９ ２３．１
植物の栽培 ３６ ２１．３
生き物の飼育 ３４ ２０．１
電子ゲーム ２８ １６．６
ピアノ ２０ １１．８
歌を歌う １２ ７．１
サッカー １１ ６．５
バスケット １１ ６．５
バレーボール １１ ６．５
木登り １０ ５．９
野球 １０ ５．９
おにごっこ ９ ５．３
けん玉 ８ ４．７
ジャングルジム ６ ３．６
バレエ ６ ３．６
粘土 ６ ３．６
マット運動 ４ ２．４
その他のゲーム ４ ２．４
竹馬 ２ １．２
水泳 ２ １．２
スキー，スケート ２ １．２
かけっこ ２ １．２
工作 ２ １．２
手・指を使った遊び ２ １．２
すべり台 １ ０．６
鉄棒 １ ０．６
なわとび １ ０．６
一輪車，自転車 １ １．２
ダンス，お遊戯他 １ ０．６
楽器演奏 １ ０．６
他の活動，遊び １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１１ 思考・創造力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
お絵かき １１１ ６５．７
ままごと １０８ ６３．９
砂場遊び ９６ ５６．８
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（３４％），「ピアノ」５３名（３１％），「折り紙」２８名
（１７％），「電子ゲーム」２６名（１５％）と続いた。
これらの遊びや活動では，カード（札）や書物や
楽譜に書かれている内容を覚える，弾き方や折り
方を覚えるなどの特徴のある活動であるため，学
生が記憶力の発達に効果的だと考えているものと
思われる。（表１２を参照）
学生が判断力の発達に効果的だと考える遊びや
活動として，最も回答数の多かったのは「しょう
ぎ」であり８２名（４９％）にのぼった。以下「サッ
カー」，「トランプ」がともに８１名（４８％），「野
球」，「バスケット」がともに８０名（４７％），「かる
た」６５名（３９％），「かくれんぼ」５２名（３１％），「お
にごっこ」４１名（２４％）と続いた。これらの運動
や遊びでは，相手の動きや札（カード）の出し方
など，ゲームの状況や流れを的確に判断して自分
の行動の仕方を決める特徴をもつ活動であるた
め，学生が判断力の発達に効果的だと考えている
ものと思われる。（表１３を参照）
表１２ 記憶力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
トランプ １３２ ７８．１
かるた １１８ ６９．８
しょうぎ ６５ ３８．５
本を読む ５９ ３４．９
歌を歌う ５８ ３４．３
ピアノ ５３ ３１．４
折り紙 ２８ １６．６
電子ゲーム ２６ １５．４
生き物の飼育 １１ ６．５
植物の栽培 １１ ６．５
お絵かき １０ ５．９
野球 ８ ４．７
バレエ ７ ４．１
サッカー ６ ３．６
バスケット ６ ３．６
バレーボール ６ ３．６
ままごと ６ ３．６
かくれんぼ ５ ３
その他のゲーム ４ ２．４
木登り １ ０．６
竹馬 １ ０．６
水泳 １ ０．６
スキー，スケート １ ０．６
粘土 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１３ 判断力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
しょうぎ ８２ ４８．５
サッカー ８１ ４７．９
トランプ ８１ ４７．９
野球 ８０ ４７．３
バスケット ８０ ４７．３
バレーボール ７９ ４６．７
かるた ６５ ３８．５
かくれんぼ ５２ ３０．８
おにごっこ ４１ ２４．３
電子ゲーム ３２ １８．９
生き物の飼育 １９ １１．２
スキー，スケート １３ ７．７
木登り １１ ６．５
植物の栽培 １０ ５．９
ままごと ８ ４．７
かけっこ ７ ４．１
ジャングルジム ６ ３．６
バレエ ６ ３．６
けん玉 ４ ２．４
水泳 ４ ２．４
その他のゲーム ４ ２．４
本を読む ４ ２．４
砂場遊び ３ １．８
マット運動 ３ １．８
スポーツ全般 ３ １．８
ピアノ ３ １．８
球技全般 ２ １．２
ブランコ １ ０．６
すべり台 １ ０．６
その他の球技 １ ０．６
新体操，体操，柔軟 １ ０．６
なわとび １ ０．６
一輪車，自転車 １ ０．６
お絵かき １ ０．６
折り紙 １ ０．６
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学生が集中力の発達に効果的だと考える遊びや
活動として，最も回答数の多かったのは「本を読
む」であり１１１名（６６％）にのぼった。以下「しょ
うぎ」８３名（４９％），「かるた」６７名（４０％），「ト
ランプ」５１名（３０％），「ピアノ」４８名（２８％），「電
子ゲーム」４３名（２５％），「けん玉」３８名（２３％），
「野球」３７名（２２％），「お絵かき」３６名（２１％）
と続いた。これらの活動はいずれも精神を集中さ
せて取り組むことにより良い結果の得られる活動
であるため，学生が集中力の発達に効果的だと考
えているものと思われる。（表１４を参照）
学生がねばり強さの発達に効果的だと考える遊
びや活動として，最も回答数の多かったのは
「サッカー」であり６９名（４１％）にのぼった。以
下「バレーボール」６６名（３９％），「バスケット」
６５名（３９％），「野 球」６４名（３８％），「水 泳」，
「しょうぎ」がともに４０名（２４％），「おにごっ
こ」３４名（２０％）と続いた。サッカーをはじめ多
くのスポーツでは，練習においてもゲームにおい
ても途中であきらめず，苦しさに耐えながらねば
り強く取り組むことにより成果が得られる活動で
あるため，またしょうぎでは，相手と駆け引きし
ながらねばり強く取り組むゲームであるため，学
生がねばり強さの発達に効果的だと考えているも
のと思われる。（表１５を参照）
手・指を使った遊び １ ０．６
野外活動 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１４ 集中力の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
本を読む １１１ ６５．７
しょうぎ ８３ ４９．１
かるた ６７ ３９．６
トランプ ５１ ３０．２
ピアノ ４８ ２８．４
電子ゲーム ４３ ２５．４
けん玉 ３８ ２２．５
野球 ３７ ２１．９
お絵かき ３６ ２１．３
サッカー ３３ １９．５
バレーボール ３３ １９．５
バスケット ３２ １８．９
折り紙 ２７ １６
バレエ ２２ １３
スキー，スケート １９ １１．２
一輪車，自転車 １７ １０．１
竹馬 １５ ８．９
水泳 １５ ８．９
歌を歌う １０ ５．９
その他のゲーム ９ ５．３
かくれんぼ ８ ４．７
砂場遊び ６ ３．６
木登り ６ ３．６
鉄棒 ６ ３．６
なわとび ５ ３
スポーツ全般 ５ ３
マット運動 ４ ２．４
かけっこ ４ ２．４
おにごっこ ４ ２．４
ままごと ４ ２．４
ジャングルジム ３ １．８
生き物の飼育 ２ １．２
ブランコ １ ０．６
球技全般 １ ０．６
新体操，体操，柔軟 １ ０．６
楽器演奏 １ ０．６
他の造形活動 １ ０．６
手・指を使った遊び １ ０．６
植物の栽培 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１５ ねばり強さの発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
サッカー ６９ ４０．８
バレーボール ６６ ３９．１
バスケット ６５ ３８．５
野球 ６４ ３７．９
水泳 ４０ ２３．７
しょうぎ ４０ ２３．７
おにごっこ ３４ ２０．１
けん玉 ３２ １８．９
かけっこ ３０ １７．８
鉄棒 ２８ １６．６
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学生が社会性の発達に効果的だと考える遊びや
活動として，最も回答数の多かったのは「ままご
と」であり１１４名（６８％）にのぼった。以下「バ
ス ケ ッ ト」７７名（４６％），「サ ッ カ ー」７６名
（４５％），「バレーボール」７５名（４４％），「野球」
７４名（４４％），「おにごっこ」６９名（４１％），「かく
れんぼ」５８名（３４％），「かけっこ」３６名（２１％）
と続いた。これらの運動や遊びは，いずれも仲間
やチームなどで行う活動であり，連携や協力など
人との関わりが重要になってくるものであるた
め，学生が社会性の発達に効果的だと考えている
ものと思われる。（表１６を参照）
学生が動植物や自然への興味の発達に効果的だ
と考える遊びや活動として，最も回答数の多かっ
たのは「生き物の飼育」であり１６１名（９５％）に
のぼった。以下「植物の栽培」１５６名（９２％），「木
登り」５２名（３１％），「砂場遊び」５０名（３０％）と
続いた。これらの活動は，いずれも自然の中に存
在するものを対象にしたり，利用して行う活動で
あるため，学生が動植物や自然への興味の発達に
効果的だと考えているものと思われる。（表１７を
参照）
生き物の飼育 ２７ １６
植物の栽培 ２６ １５．４
かくれんぼ ２４ １４．２
木登り ２１ １２．４
トランプ ２１ １２．４
スキー，スケート １９ １１．２
かるた １８ １０．７
なわとび １７ １０．１
ピアノ １６ ９．５
バレエ １５ ８．９
一輪車，自転車 １５ ８．９
電子ゲーム １２ ７．１
竹馬 １０ ５．９
本を読む ７ ４．１
折り紙 ６ ３．６
ジャングルジム ４ ２．４
マット運動 ４ ２．４
スポーツ全般 ３ １．８
その他のゲーム ３ １．８
ブランコ ２ １．２
球技全般 ２ １．２
楽器演奏 ２ １．２
その他の固定遊具 １ ０．６
その他の球技 １ ０．６
新体操，体操，柔軟 １ ０．６
他のスポーツ，運動遊び １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１６ 社会性の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
ままごと １１４ ６７．５
バスケット ７７ ４５．６
サッカー ７６ ４５
バレーボール ７５ ４４．４
野球 ７４ ４３．８
おにごっこ ６９ ４０．８
かくれんぼ ５８ ３４．３
かけっこ ３６ ２１．３
砂場遊び ２４ １４．２
トランプ ２１ １２．４
かるた １８ １０．７
生き物の飼育 １８ １０．７
本を読む １４ ８．３
ぶらんこ １３ ７．７
しょうぎ １２ ７．１
バレエ ９ ５．３
水泳 ７ ４．１
植物の栽培 ７ ４．１
他の活動，遊び ７ ４．１
すべり台 ５ ３
スキー，スケート ５ ３
ジャングルジム ４ ２．４
スポーツ全般 ４ ２．４
歌を歌う ４ ２．４
なわとび ３ １．８
お絵かき ２ １．２
木登り １ ０．６
その他の球技 １ ０．６
球技全般 １ ０．６
他のスポーツ，運動遊び １ ０．６
野外活動 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
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学生が音楽への興味の発達に効果的だと考える
遊びや活動として，最も回答数の多かったのは
「歌を歌う」であり１６７名（９９％）にのぼった。
以下「ピア ノ」１４１名（８３％），「バ レ エ」２０名
（１２％），「楽器演奏」１６名（１０％），「音楽鑑賞」
１０名（６％）と続いた。これらの活動は，歌う，
演奏する，音楽を聴く，音楽に合わせて体を動か
すなど，直接的・間接的に音楽と関わる活動であ
るため，学生が音楽への興味の発達に効果的だと
考えているものと思われる。（表１８を参照）
学生が絵画や造形への興味の発達に効果的だと
考える遊びや活動として，最も回答数の多かった
のは「お絵かき」であり１６６名（９８％）にのぼっ
た。以下「折り紙」１１１名（６６％），「砂場遊び」
５８名（３４％），「粘土」２１名（１２％），「工作」１６名
（１０％）と続いた。これらの活動は，用いる素材
はそれぞれ異なるが，描く，折る，作るなど絵
画・造形に関わる活動であるため，学生がこれら
への興味の発達に効果的だと考えているものと思
われる。（表１９を参照）
 ３ 回答総数の多かった遊びや活動と効果が期待
できる発達の要素
アンケート用紙に記載された遊びや活動の中で
回答総数が最も多かったのは「バスケット」であ
り，回答総数は８５５名に及んだ。以下「野球」７９０
名，「サッカー」７５８名，「バレーボール」７０２名，
表１７ 動植物・自然への興味の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
生き物の飼育 １６１ ９５．３
植物の栽培 １５６ ９２．３
木登り ５２ ３０．８
砂場遊び ５０ ２９．６
野外活動 １２ ７．１
竹馬 ９ ５．３
本を読む ４ ２．４
水泳 ３ １．８
スキー，スケート ３ １．８
お絵かき ３ １．８
かくれんぼ ２ １．２
歌を歌う ２ １．２
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１８ 音楽への興味の発達を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
歌を歌う １６７ ９８．８
ピアノ １４１ ８３．４
バレエ ２０ １１．８
楽器演奏 １６ ９．５
音楽鑑賞 １０ ５．９
ダンス，お遊戯他 ７ ４．１
電子ゲーム ３ ０．６
手・指を使った遊び ２ １．２
野球 １ ０．６
サッカー １ ０．６
バスケット １ ０．６
その他のゲーム １ ０．６
ままごと １ ０．６
本を読む １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
表１９ 絵画や造形への興味を促す遊び・活動
遊び・活動の種類 回答数 ％
お絵かき １６６ ９８．２
折り紙 １１１ ６５．７
砂場遊び ５８ ３４．３
粘土 ２１ １２．４
工作 １６ ９．５
他の造形活動 １３ ７．７
ままごと １３ ７．７
本を読む ８ ４．７
手・指を使った遊び ６ ３．６
けん玉 ２ １．２
歌を歌う ２ １．２
かるた ２ １．２
トランプ ２ １．２
すべり台 １ ０．６
ジャングルジム １ ０．６
竹馬 １ ０．６
ピアノ １ ０．６
植物の栽培 １ ０．６
野外活動 １ ０．６
（注）％は有効回答者数１６９名を１００％として算出
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「おにごっこ」６４５名，「かけっこ」５８１名，「バレ
エ」４５９名，「ピアノ」４５８名，「折り紙」４４１名，「か
るた」４１３名，「お絵かき」４１１名，「マット運動」
４０４名，「トランプ」４０２名，「しょうぎ」３９３名，「水
泳」３１８名，「なわとび」３１４名，「歌を歌う」３０６
名，「本を読む」２９９名，「木登り」２９４名，「かく
れんぼ」２９２名，「スキー，スケート」２７９名，「生
き物の飼育」２７８名，「ままごと」２７５名，「砂場遊
び」２６９名，「植物の栽培」２６４名，「竹馬」２５８名，
「一輪車，自転車」２５８名，「鉄棒」２３６名，「けん
玉」２１７名，「ジャングルジム」２０８名，「電子ゲー
ム」２０８名，「ブランコ」１４３名と続いた。（表２０を
参照）
このように，回答総数では，バスケット，野
球，サッカーなどからだを使う遊びや活動が上位
を占め，中でも１位から４位までをすべて球技が
占めていた。またおにごっこやかくれんぼ，木登
りなど昔から行われている伝統的な遊びが比較的
多く含まれていた。
回答総数が８５５名と最も多かった「バスケッ
ト」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「投力・捕球力の発
達」の１３２名（７８％）であり，以下「走力の発達」
１１２名（６６％），「敏捷性の発達」１０５名（６２％），
「瞬発力・跳躍力の発達」８８名（５２％），「心臓や
肺の機能の発達」８３名（４９％），「判断力の発達」
表２０ 回答総数順にみた遊び・活動
遊び・活動の種類 回答総数 遊び・活動の種類 回答総数
バスケット ８５５ 鉄棒 ２３６
野球 ７９０ けん玉 ２１７
サッカー ７５８ ジャングルジム ２０８
バレーボール ７０２ 電子ゲーム ２０８
おにごっこ ６４５ ブランコ １４３
かけっこ ５８１ すべり台 ５７
バレエ ４５９ 平均台 ３４
ピアノ ４５８ 粘土 ３１
折り紙 ４４１ その他のゲーム ２８
かるた ４１３ ドッジボール ２６
お絵かき ４１１ 楽器演奏 ２４
マット運動 ４０４ 手・指を使った遊び ２４
トランプ ４０２ その他の球技 ２２
しょうぎ ３９３ スポーツ全般 ２０
水泳 ３１８ 工作 ２０
なわとび ３１４ 球技全般 １７
歌を歌う ３０６ 新体操，体操，柔軟 １７
本を読む ２９９ ダンス，お遊戯他 １７
木登り ２９４ 他の造形活動 １７
かくれんぼ ２９２ 跳び箱，トランポリン他 １６
スキー，スケート ２７９ 野外活動 １５
生き物の飼育 ２７８ ケンケン遊び １２
ままごと ２７５ 音楽鑑賞 １１
砂場遊び ２６９ 他の活動，遊び ８
植物の栽培 ２６４ 他のスポーツ，運動遊び ７
竹馬 ２５８ その他の固定遊具 ５
一輪車，自転車 ２５８
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８０名（４７％），「社会性の発達」７７名（４６％），「ね
ばり強さの発達」６５名（３９％），「集中力の発達」
３２名（１９％）と続き，多くの要素の発達に効果的
だと学生が考えていることがわかった。
回答総数が７９０名と２番目に多かった「野球」
では，効果が期待できる発達の要素として学生が
最も多くあげていたのは「投力・捕球力の発達」
の１６９名（１００％）であり，以下「敏捷性の発達」
８６名（５１％），「走力の発達」８４名（５０％），「判断
力の発達」８０名（４７％），「社会性の発達」７４名
（４４％），「ねばり強さの発達」６４名（３８％），「瞬
発力・跳躍力の発達」６３名（３７％），「心臓や肺の
機能の発達」６０名（３６％），「集中力の発達」３７名
（２２％）と続き，バスケットと同様，多くの要素
の発達に効果的だと学生が考えていることがわ
かった。
回答総数が７５８名と３番目に多かった「サッ
カー」では，効果が期待できる発達の要素として
学生が最も多くあげていたのは「走力の発達」の
１２９名（７６％）であり，以下「敏捷性の発達」９４
名（５６％），「心 臓 や 肺 の 機 能 の 発 達」９２名
（５４％），「判断力の発達」８１名（４８％），「社会性
の発達」７６名（４５％），「ねばり強さの発達」６９名
（４１％），「投 力・捕 球 力 の 発 達」の６０名
（３６％），「瞬 発 力・跳 躍 力 の 発 達」５４名
（３２％），「集中力の発達」３３名（２０％）と続き，
バスケット，野球と同様，多くの要素の発達に効
果的だと学生が考えていることがわかった。
回答総数が７０２名と４番目に多かった「バレー
ボール」では，効果が期待できる発達の要素とし
て学生が最も多くあげていたのは「瞬発力・跳躍
力の発達」の９５名（５６％）であり，以下「投力・
捕球力の発達」９１名（５４％），「敏捷性の発達」８６
名（５１％），「判断力の発達」７９名（４７％），「社会
性の発達」７５名（４４％），「ねばり強さの発達」６６
名（３９％），「心 臓 や 肺 の 機 能 の 発 達」５９名
（３５％），「集中力の発達」３３名（２０％），「走力の
発達」の３２名（１９％），「正確な動きの発達」２８名
（１７％）と続き，バスケット，野球，サッカーと
同様，多くの要素の発達に効果的だと学生が考え
ていることがわかった。
回答総数が６４５名と５番目に多かった「おに
ごっこ」では，効果が期待できる発達の要素とし
て学生が最も多くあげていたのは「走力の発達」
の１５９名（９４％）であり，以下「敏捷性の発達」
１３８名（８２％），「心臓や肺の機能の発達」１１８名
（７０％），「社会性の発達」６９名（４１％），「瞬発
力・跳躍力の発達」６１名（３６％），「判断力の発
達」４１名（２４％），「ねばり強さの発達」３４名
（２０％）と続き，球技以外では最も回答総数が多
かった。
回答総数が５８１名と６番目に多かった「かけっ
こ」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「走力の発達」の１６２
名（９６％）であり，以下「心臓や肺の機能の発達」
１３８名（８２％），「敏捷性の発達」１２７名（７５％），
「瞬発力・跳躍力の発達」５７名（３４％），「社会性
の発達」３６名（２１％），「ねばり強さの発達」３０名
（１８％）と続き，球技以外ではおにごっこに次い
で，回答総数が２番目に多かった。
回答総数が４５９名と７番目に多かった「バレ
エ」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「身体の柔軟性の発
達」の１４９名（８８％）であり，以下「平衡性（バ
ランス）の発達」８９名（５３％），「正確な動きの発
達」４９名（２９％），「身体の調整力の発達」４９名
（２９％），「集中力の発達」２２名（１３％），「音楽へ
の興味の発達」２０名（１２％）と続いた。
回答総数が４５８名と８番目に多かった「ピア
ノ」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「音楽への興味の発
達」の１４１名（８３％）であり，以下「指先の器用
さの発達」１３８名（８２％），「記憶力の発達」５３名
（３２％），「集中力の発達」４８名（２８％），「正確な
動きの発達」２９名（１７％），「思考力・創造力の発
達」２０名（１２％）と続き，運動系の活動以外では，
回答総数が最も多かった。
回答総数が４４１名と９番目に多かった「折り
紙」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「指先の器用さの発
達」の１５９名（９４％）であり，以下「絵画・造形
への興味の発達」１１１名（６６％），「思考力・創造
力の発達」７７名（４６％），「正確な動きの発達」２９
名（１７％），「記憶力の発達」２８名（１７％），「集中
力の発達」２７名（１６％）と続き，運動系の活動以
外ではピアノに次いで，回答総数が２番目に多
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かった。
回答総数が４１３名と１０番目に多かった「かる
た」では，効果が期待できる発達の要素として学
生が最も多くあげていたのは「記憶力の発達」の
１１８名（７０％）であり，以下「集中力の発達」６７
名（４０％），「判断力の発達」６５名（３９％），「思考
力・創造力の発達」４２名（２５％），「敏捷性の発
達」３６名（２１％），「瞬発力・跳躍力の発達」２１名
（１２％），「ねばり強さの発達」１８名（１１％），「指
先の器用さの発達」１６名（１０％），「社会性の発
達」３６名（２１％），と続いた。
回答総数が４０４名であった「マット運動」では，
「身体の柔軟性の発達」が１４８名（８８％）と最も
多く，以下「身体の調整力の発達」７７名（４６％），
「平衡性（バランス）の発達」７４名（４４％），「正
確な動きの発達」５８名（３４％）と続いた。
回答総数が４０２名であった「トランプ」では，
「記憶力の発達」が１３２名（７８％）と最も多く，
以下「判断力の発達」８１名（４８％），「思考力・創
造力の発達」５１名（３０％），「集中力の発達」５１名
（３０％）と続いた。
回答総数が３９３名であった「しょうぎ」では，
「集中力の発達」８３名（４９％）と最も多く，以下
「判断力の発達」が８２名（４９％），「思考力・創造
力の発達」７１名（４２％），「記憶力の発達」６５名
（３９％），「ねばり強さの発達」４０名（２４％），「指
先の器用さの発達」２５名（１５％）と続いた。
回答総数が３１８名であった「水泳」では，「心臓
や肺の機能の発達」が１２７名（７５％）と最も多く，
以下「ねばり強さの発達」４０名（２４％），「身体の
調整力の発達」３６名（２１％），「正確な動きの発
達」２６名（１５％），「敏捷性の発達」２１名（１２％）
と続いた。
回答総数が３１４名であった「なわとび」では，
「瞬発力・跳躍力の発達」が１１２名（６６％）と最
も多く，以下「心臓や肺の機能の発達」７８名
（４６％），「敏捷性の発達」３２名（１９％），「正確な
動きの発達」２９名（１７％）と続いた。
回答総数が３０６名であった「歌を歌う」では，
「音楽への興味の発達」が１６７名（９９％）と最も
多く，以下「記憶力の発達」５８名（３４％），「心臓
や肺の機能の発達」４５名（２７％）と続いた。
回答総数が２９９名であった「本を読む」では，
「集中力の発達」が１１１名（６６％）と最も多く，
以下「思考力・創造力の発達」８４名（５０％），「記
憶力の発達」５９名（３５％）と続いた。
回答総数が２９４名であった「木登り」では，「平
衡性（バランス）の発達」が６１名（３６％）と最も
多く，以下「身体の調整力の発達」６０名（３６％），
「動植物や自然への興味の発達」５２名（３１％），
「ねばり強さの発達」２１名（１２％）と続いた。
回答総数が２９２名であった「かくれんぼ」では，
「社会性の発達」が５８名（３４％）と最も多く，以
下「判断力の発達」５２名（３１％），「思考力・創造
力の発達」３９名（２３％），「走力の発達」２６名
（１５％），「敏捷性の発達」２４名（１４％），「ねばり
強さの発達」２４名（１４％）と続いた。
回答総数が２７９名であった「スキー，スケート」
で は，「平 衡 性（バ ラ ン ス）の 発 達」が６５名
（３９％）と最も多く，以下「身体の調整力の発
達」４８名（２８％），「正確な動きの発達」２９名
（１７％），「敏捷性の発達」２４名（１４％）と続い
た。
回答総数が２７８名であった「生き物の飼育」で
は，「動植物や自然への興味の発達」が１６１名
（９５％）と最も多く，以下「社会性の発達」５８名
（３４％），「思 考 力・創 造 力 の 発 達」３４名
（２０％），「ねばり強さの発達」２４名（１４％）と続
いた。
回答総数が２７５名であった「ままごと」では，
「社会性の発達」が１１４名（６８％）と最も多く，「思
考力・創造力の発達」が１０８名（６４％）と続いた。
回答総数が２６９名であった「砂場遊び」では，
「思考力・創造力の発達」が９６名（５７％）と最も
多く，以下「絵画・造形への興味の発達」５８名
（３４％），「動植物や自然への興味の発達」５０名
（３０％），「指先の器用さの発達」３１名（１８％），
「社会性の発達」２４名（１４％）と続いた。
回答総数が２６４名であった「植物の栽培」では，
「動植物や自然への興味の発達」が１５６名（９２％）
と最も多く，以下「思考力・創造力の発達」３６名
（２１％），「ねばり強さの発達」２６名（１５％）と続
いた。
以上のように，回答総数上位１～４位はバス
ケット，野球，サッカー，バレーボールであり，
いずれも球技種目であった。これら球技種目はい
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ずれも，走る，投げる，跳ぶ，すばやく動く，動
き続ける，状況を判断する，チームでプレーす
る，ねばり強く取り組む，集中して取り組むなど
多くの要素を含む種目であるため，回答総数が多
くなっているものと思われる。このほか回答数の
多かったものとして，おにごっこ，かけっこ，バ
レエ，マット運動，水泳，なわとび，木登り，ス
キー，スケート，竹馬，一輪車，自転車，鉄棒，
けん玉，ジャングルジム，ブランコなどからだを
使う遊びなどがあげられていたが，そのうち固定
遊具を使う遊びはジャングルジムとブランコのみ
であった。また，おにごっこ，かけっこ，かくれ
んぼ，なわとび，木登り，竹馬，けん玉など伝統
的な遊びが比較的多く含まれていた。からだをあ
まり使わない静かな遊びでは，かるた，しょう
ぎ，トランプ，電子ゲームなどがゲーム的な要素
をもつものが多く含まれ，電子ゲームを除くと，
昔から遊ばれていたものが多かった。またピア
ノ，歌を歌う，折り紙，お絵かき，砂場遊びなど
音楽や造形など芸術的な要素の多いものも含まれ
ていた。
４．まとめ
 本研究においては，園や学校において，子
どもの心身の発達を促すような遊びや活動が展開
されるために，保育者や教員の果たす役割がきわ
めて重要であることをふまえ，保育士や教員を目
指す学生が，子どもの心身とりわけ運動機能や精
神機能の発達を促すためにどのような遊びや活動
が重要だと考えているかを調査した。
 保育系短期大学学生を対象として２００８年７
月に，学生の考える子どもの心身の発達を促す遊
びや活動についてアンケート調査を実施し，回答
の得られた１６９名分を分析した。アンケートで
は，子どもの心身の発達のうち，運動機能や精神
機能の発達に関係の深い１９の要素（心肺の機能，
平衡性，走力，正確な動き，記憶力，集中力，ね
ばり強さなど）を取り上げ，どのような遊びや活
動がその要素の発達に効果的だと学生が考えてい
るかを分析した。
 子どもの心身の発達に効果的だと思う遊び
や活動として，心肺機能では「かけっこ」という
回答が最も多く，平衡性では「一輪車や自転
車」，敏捷性では「おにごっこ」，走力では「か
けっこ」，正確な動きでは「マット運動」，指先の
器用さでは「折り紙」，体の柔軟性では「バレ
エ」，記憶力では「トランプ」，判断力では「しょ
うぎ」，集中力では「本を読む」，ねばり強さでは
「サッカー」，社会性では「ままごと」という回
答が最も多かった。
 アンケート用紙に記載された遊びや活動の
中で回答総数が最も多かったのは「バスケット」
であり，以下「野球」，「サッカー」，「バレーボー
ル」，「おにごっこ」，「かけっこ」，「バレエ」，「ピ
アノ」，「折り紙」，「かるた」，「お絵かき」，「マッ
ト運動」と続いた。
 効果が期待できる発達の要素として，バス
ケットでは「投力・捕球力」や「走力」，バレエ
では「身体の柔軟性」や「平衡性」，なわとびで
は「瞬発力・跳躍力」や「心肺の機能」，かくれ
んぼでは「社会性」や「判断力」，ピアノでは「音
楽への興味」や「指先の器用さ」，かるたでは「記
憶力」や「集中力」，ままごとでは「社会性」や
「思考力・創造力」，生き物の飼育では「動植物
や自然への興味」や「社会性」の発達に効果的で
あるという回答が多く，遊びや活動の種類によっ
て期待できる効果にそれぞれ特徴がみられた。
 このように，遊びや活動の種類によって期
待できる発達の要素にそれぞれ特徴が見られるこ
とが学生に対する調査から明らかになったが，こ
れらの結果を踏まえ，子どもの心身の機能をバラ
ンスよく発達させていくためには，保育士や教員
が，どのような遊びや活動が子どものどのような
面の発達に効果的であるか，遊びや活動の種類ご
との特徴を十分理解しながら，また子どもがどの
ような発達段階にあり，どのような遊びや活動に
興味を持っているかを把握しながら，園や学校生
活の中で，様々な種類の遊びや活動をバランスよ
く子ども達が経験できるよう配慮していくことが
きわめて重要だと考えられた。
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